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吉夢結きちゆめむすび　　花晶奇譚かしょうきたんシリーズ

月夜堂








	作品は完全なフィクションです。

	モデルとなる特定の人物、場所はありません。

	薬品も架空のものです。

	疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

	ご理解の上、ご了承下さい。
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　パンとコーヒーに目玉焼き、サラダ。これが菊きく竹たけ眞芳まほの定番朝食で、これを用意する山さん査ざ子しと山茱萸さんしゆゆという男たちは菊竹の同居人だ。

　今朝は山査子がコーヒー豆を挽いていた。

「おはよう」

「おはよう」山茱萸は一息置いて、続けた。「……眞芳が夢を見た」

  山査子が手を止めて顔を上げた。

「…………二回目か」

「二回目だ」

「そうか。とうとう……！」

　つい先ほどまで、山茱萸は菊竹と同じ布団にいた。毎晩、山茱萸か山査子のどちらかが必ず菊竹の添い寝をする。彼らは菊竹の夢をすべて覚えている。そして今日はじめて菊竹の夢に同じ人間が登場したのだった。

「だが……男性だった」

「男子おのこか。そうではないかと思っていたが、それはそれ、仕方なかろう。で、誰だ。我の知っている者か」

「急かすな。先に顔を洗ってくる」

　山査子の肩にそっと触れて、山茱萸は洗面所に向かった。

「そうか……そうか……」

　山査子は二回、三回肯いて、シュンシュンと音を立て始めたケトルの火を止めた。







　菊竹眞芳は数学の研究者だ。大学で数学者として研究しているが、最近の主な仕事はもっぱら高校の数学教師向けの指導解説書の作成だ。大学の出版局から各講座が出しているシリーズのうち、三次元関数の解説はわかりやすいと需要があって、業界内での密かなベストセラーとなっている。学生への講義で、九九を教えるように空間のベクトルをかみ砕いてみせる本人はいたって飄々としたもので、不惑が近いというのに見た目は学部生といっても通じてしまう。隣の講座の教授は何度も教室員に注意されているのに、しょっちゅう菊竹を学生と間違える。いまは大学の中で部屋を一つ与えられ、好きなだけ自由に数学と取り組むことができるようになったが、三年前までは大学の系列の高校で数学講師をしていた。菊竹の教え方は無駄と寄り道がない。授業についていけない生徒にはレベルに合わせたプリントを作成して補習を行う。これが理数系の大学合格率が上がった要因のひとつともなっていた。担任のクラスも持たず、部活にも関与しない。冗談一つ言わないが、人当たりは悪くなく、女子生徒には騒がれ、理数系男子からは崇拝されていた。菊竹は生徒に興味が無いため、雑談すらしなかったのに、他の生徒もなぜか彼を嫌わなかった。それは現在、大学に移っても同じで、菊竹が返事しようがしまいが指導にかこつけて彼の部屋を訪れる学生は多い。

「せんせーい、分かった分かった、分かりましたー！」

　ノックもせず、男子学生が菊竹の研究室のドアを開けた。

「……あれ？　いない？　珍しい！　トイレ？　事件？　事件だ！」

　学生は独りで喋った。菊竹のスケジュールにイレギュラーなことはない。決まった時間に決まった場所にいないのは、珍事以外の何物でもない。

「事件事件事件！　菊竹先生がいない！」

　学生が隣の研究室に飛び込んでも、三人の院生たちは誰もパソコン画面から顔を上げなかった。彼は手前にいたＭ１の原のそばで騒いだ。

「菊竹先生がいらっしゃいませんよお」

「うん」

「原さん、菊竹先生がいらっしゃらないんです」

「うん、休み」

「えええっ。病気かな」

「知らない。都合で休むってメール入ってた」

「……そうっすか。せっかく解ける手がかりが見つかったのにー」

「解いてから出直して」

「はーい……。でも、珍しいっすよね？　休みなんて」

「まあね。都合で休むんだから、都合があるんだろ。それ以上でも以下でもナシ。君、うるさいから、もう出てって」

　原はしっしっと手で学生を追い払った。

　実は、学生が来る三十分前まで、原たち院生も同じくらい騒いだのだ。彼らも普段は我関せずで、他人のことに構うことはほとんどない。だが予定に無い菊竹の欠席はイレギュラー中のイレギュラーだ。同じくメールを読んだ教授も驚いたらしく、院生の輪に加わったほどだった。







「で、誰」

　努めて冷静を装い、しかし、逸る心がにじみ出た様子で山さん査ざ子しが聞いた。

「…………言うとお前が怒る」

「ちょっとまて、そんな相手か？」

「……怒ると思う。怒るんじゃないかな。まあ、ちょっと覚悟して」

　どこかの歌のような台詞で山茱萸さんしゆゆがコーヒーに手を伸ばした。

　大学の講座に欠席メールを出したのは山査子だ。菊竹は深く眠っている。夢の中で相手と会ったのなら、半日は起きないだろう。

「おれも意外だったよ」

　コーヒーを一口啜って、山茱萸がため息をついた。

「だから、誰」

「穂村ほむら東里とうり」

「ホムラ……焔？」

「いや、稲穂の方。だがおそらく火の一族だろう」

「なんと……よりにもよって火の。で、ホムラトウリ……？」

「覚えてても思い出したくないと思う」

「どこで会ってる……？」

　山査子が記憶の中に潜り始めた。カップを両手で包み、山茱萸は山査子を見た。教えてやるのは簡単だが、言いたくない。自分で思い出してもらう方がショックが少ないだろう。

　だいたい、なぜあんな男なのだ。

　山査子と山茱萸は樹木の神に遣わされ、菊竹眞芳が生を受けたときからずっと彼を見守ってきた。人間の形なりをしているが、二人とも樹の精だ。眞芳の祖父母が樹木の神に仕えていた者の末裔同士で、人間として生活しながら役所で山林の環境を守る仕事をしていた。彼らから生まれた眞芳の父親は色濃く精の要素を持っていた。彼は普通の人間と恋に落ち、すぐに眞芳が誕生したが、妻と相次いで病を得た。それは現代医療が対処できるものではなく、「魔」が原因のものだった。祖父母も眞芳が五歳の時に「魔」に冒されたが、樹木の神の助けにより、身を神の元に置くこととなった。そのために人の形をしている山査子と山茱萸が眞芳の面倒を見てきたのだ。

「…………」

　不機嫌な様子で山査子が目を開けた。

「分かった？」

「分かった。あいつか……」

　冷えたコーヒーを飲み干し、山査子は苦い顔をした。

「おはよう」

「え！」「はあ？」

　現れた菊竹に山査子と山茱萸が驚いた。

「……寝坊した…………うう、まだ眠い……」

「いやいやいやいや、眞芳！」

「え……？　ああ、なんかぼんやりする……風邪ひいたかな」

「違うでしょう！」「じゃなくて！！」

「大学行かなきゃ……」

　どうにも話がかみ合わない。山茱萸が落ち着いた声で言った。

「大学には欠席の連絡を入れました。眞芳、夢を見たんですよね？」

「……ん？　ああ、見ましたよ」

「穂村東里に会いましたね？」

「会いました」

「二回目だったんですよ？　意味は分かっていますね？」

　山茱萸は子どもに諭すような口調だ。

「分かってます。ちゃんと話してきました」

「じゃあ、なんでいま、起きてるんですか」

「え……話が終わったから……。眠い……」

「話も何も終わってない証拠です。彼を夢の中に置き去りにしてきたから眠いんです」

「そう？　でも、話は終わったんだけど」

「戻りますよ！」

　山査子が席を立った。

「お腹すいた……」

「今そんなこと言ってる場合ですか！」

　いらだった様子で山査子が菊竹の肩を押した。
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　病院奥の庭のベンチで穂村東里はぼんやりとしていた。ポケットではスマートフォンが振動し続けている。病棟からの呼び出しだと分かってはいても出る気にはなれなかった。

「はー…………眞芳先生……」

　高校時代、穂村は数学の成績が非常に悪かった。授業は真面目に聞いていたが、参考書を読んでも全く理解できずに、毎回赤点だった。母方も父方も親族一同全員医師の家系で、医学部以外の進路は考えられなかった。数学が出来ないのは致命的だ。塾に通い、家庭教師もついていたが、皆がお手上げ状態だった。進学校のため、大学合格率は高校にとっても重要事項で、成績不振者は各教科ごとに補習が組まれており、文系コースの同級生に交じって数学の補習を受けた。

「穂村君は物理や化学の計算は問題ないようですね」

　三角関数の初歩でつまづいてプリントの前で唸っている穂村に数学講師の菊竹が声を掛けた。

「はあ……そういうのは出来るんです」

「行列は苦手」

「あー、はい。どうもゴチャゴチャになっちゃって」

「じゃあ、このプリントをやりましょう」

　菊竹が別のプリントを一枚、手渡した。

「…………問題が一行！　しかも証明問題！」

「そう。これ、やりましょう」

「ええええええ」

　穂村は情けない声を出したが、菊竹は隣の机から椅子を持ってきて横に座った。どの生徒からも文句が出ないのは、皆同様にマンツーマンで教えてもらった経験があるからだ。菊竹は我関せずだが、生徒達からは「眞芳先生」と呼ばれ、結構人気がある。

　節の目立たない細い指が穂村が書いた計算式の上をたどる。

「ここですね」

　トン、と数字を指した菊竹が穂村の目を見た。

「この先、合ってはいるが、解らないまま書いてる」

「……はあ」

「じゃ、ここから」

　菊竹は噛んで含めるように数式を解説した。いちいち穂村と視線を合わせてくるので、解ったふりをして見栄を張らなくてもいい。解らなければ、その式をバラバラにしてまで教えてくれるのだった。

「ん……？　あ、ああああっ、そうか！　え、え、じゃあ、ｎの時って…………」

　穂村がシャープペンシルの芯をプリントに叩きつける勢いで数式を書いていくと、菊竹は肯いた。

「あああ！　解ったー！」

　大声を上げた穂村に、前後の席の生徒がクスクス笑った。

「え、え、え、じゃあ、じゃあ、このやり方をカッコ内でやっちゃえばいいんですよね！　あ……あれ？　違う？」

「そう。なぜ違うか」

「ちょ、ちょっと待ってください。なんか、解る感じ…………」

　穂村はつっかえながら、先ほど聞いたばかりの解説を正確に繰り返して言い、三秒間黙ってから、菊竹の目を見た。

　そこから無言で、先ほどより勢いよく数式を書き上げていった。

「ですよね！」

　がばっと顔を上げた穂村の横にはもう菊竹はおらず、他の生徒の質問に答えていた。

「あ、あれ……眞芳先生ぃぃ」

「おまえ、それ、たぶん合ってるんだよ。眞芳先生って、将棋だったら常に十手以上先読んでるじゃん」

　だからもう他の生徒のところに行ったのだと、隣の席の友人が言った。

「そうかな。うん、なんかすっきりしたー」

「数学出来る東里なんて信じられん」

「だよなー。俺も思うわ。あ、すまん、忘れないうちにさっきのメモしちゃっていい？」

「おう、忘れんな」

　プリントの裏に自分なりのまとめを書いていると、長い指が一点を押さえた。

「ここ、逆」

「え、あ、ホントだ。すみません」

　書き直しながら、穂村は自分の指を見た。ゴツゴツして日焼けした手は、菊竹のそれとずいぶん違うと思った。

　その後、穂村の数学の成績はどうにか人並みまで上がったが、何かにつけて菊竹に質問し教えを請うた。それは受験まで続き、穂村は難関大学の医学部に合格したのだった。







　あれから十年、穂村は医師になって四年目だ。

　指の綺麗な男とばかり付き合ってきたのは、菊竹が原因だ。性を意識した初恋だった。あの頃、毎日のように菊竹を想って我が身を慰めたのを覚えている。

「いま、俺、夢の中なんだよな……？　ケータイ鳴ってるけど、夢の中なんだよな？　ってか、眞芳先生がパートナーってなんだそれ？」

　菊竹から説明を受けたが、全くもってひとつも理解できなかった。

「確かに眞芳先生のことは好きだけど……。なんなんだ？」

　天気が良かったので、病院奥の庭で昼食のサンドイッチを食べていた。この庭には患者は来ないため、他の科のドクターやナースもそれぞれ弁当を広げている。二つ目のパンに手を伸ばしたとき、隣に誰かが座った。

　無言で座ったので、思わず顔を見ると男は正面の噴水に向いていた。細くて高い鼻梁に乗った眼鏡、少し薄目で形の良い唇。完璧なＥライン。その横顔を見るのは久しぶりだった。

「……眞芳先生？」

「こんにちは」

「え、あ、こんにちは。どうしてここに」

「どうしてだろうね。二回目か、君に会うのは」

「二回目？　高校以来ですけど……」

「うん。最初はあの頃か」

「えっと、お久しぶりです」

「元気そうだ」

「はい、とりあえず。今年からこの病院に勤務してます」

「そう」

　さして興味が無いという表情で菊竹は穂村を見た。

「眞芳先生は大学に戻られたって聞きました」

「ああ、うん」

「…………あのー、この庭にどうやって入られたんですか？　ここって病院の職員しか入れないんですけど」

「夢だから、どこでも行けます」

「夢？」

「そう。君も僕も今、夢を見ていて、その中にいる」

　精神科の患者だったのか。妄想か。穂村は心の中で呟いた。

「この病院、精神科はないでしょう」

　見透かしたかのように言われ、そういえばそうだと肯いてしまった。

「僕の夢に二回出てきたのは君が初めてです」

「あ、そうなんですか」

「二回目に出てきた人が僕のパートナーだと決まってます」

「そうなんですか……パートナー……って何の」

「一生の」

「へえ、それが俺なんですか。へえ…………って！　え？　は？　何おっしゃってんですか？」

「正常な反応です。まあ、普通そうです。でも、僕の夢に出てきた以上、君は普通じゃない」

「眞芳先生、ぜんぜん解りません……」

　菊竹は長い足をベンチの前に投げ出して、腕を上げて伸びをした。組み合わされた指が光に向いていた。

「数学じゃないから解を求めなくてもいい」

「いやいや、そういう問題じゃないです。いきなり夢だとか一生のパートナーだとか言われても困ります」

「困るか」

「はい」きっぱり言ったつもりだが、思いがけない菊竹の笑顔に力が抜けてしまった。何ともいえない柔らかな笑みは、普段無表情の菊竹から想像も出来ないものだった。

「僕は困らない。君は僕が男性で困りますか？」

「……そっちは大丈夫ですけど」

「なら問題ないでしょう」

「眞芳先生もゲイなんですか」

「さあ……考えたこともなかった。でも、君がここにいるならそうなんでしょう」

「俺が女性だったり、女性が出てきたりしたら、それでもいいってことですか？」

「そうなります。二回目に逢った人物と生殖活動することになっているんだけど、同性なら別にしなくていいですね」

　そういって菊竹は立ち上がった。

「え？　生殖活動……」

「医者なら分かるでしょう」

「分かりますけど、解らないです！」

「じゃ、そういうことで。今後ともよろしくお願いします」

　軽く頭を下げて、スタスタと菊竹が花壇の向こうに歩いて行く。穂村がぽかんとしていたら、菊竹の姿がふっと消えた。

「消えた……夢だから？　ってか、夢って何だよ！　あー！　わかんね！」

　表面が乾いてしまったサンドイッチにがぶりと噛みついて、もぐもぐしながらパンに残った自分の歯形をしげしげと見つめた。

「食ってるこれも夢？」
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「ああ、いた。ほら、あそこでぼやっとしてる。いいですか、ちゃんと話して、することしてください」

　山査子に睨まれたが、菊竹は腕組みをして一歩を踏み出さなかった。

「眞芳。選んだのは自分ですよ？」

「選んだつもりはない。運命は受け入れると思ってるだけ」

「まあ、そう思うのならそれでもいい。さっさと行きなさい」

「山査子が帰ったら行く」

　幼い頃から育ててきたが、こんな歯切れの悪い様子を見たことがない。山査子は訝った。

「眞芳、そんなに嫌なのか。もしかして我らが気づかなかっただけで、他に二度目の誰かと既に会っているのか？」

「いや、会ってない。……気が進まないだけ」

「女の方が良かったか」

「それはこだわりがないのは知っているだろう。誰でもいいと思ってきたし、彼だったら彼でいいんだ。ただ、何となく……自分で理解不能だから説明しようがない」

　言いながらも菊竹の目は穂村を見ていた。

「不安か」

「……そうかも。彼との未来のビジョンが見えないのはともかくとして……何かに指示を受けているような気がしてならない。これを定められた運命というなら、そうなのだろうと思うけど、彼を巻き込んでしまうのは不本意だ」

　山査子は菊竹の腕に触れた。

「眞芳が他人のことを思いやってるのは良いことだ。少なくとも彼のことを意識はしているのだな」

「…………」

「照れた眞芳なぞ初めて見る」

　軽く睨んで、菊竹は穂村に向かって歩き始めた。後ろ手でしっしっと山査子を追い払う仕草をした。

　目を細めて肯いた山査子の頭上から声がした。

「やっと行ったか。もう一言なにかぐずぐず言うようだったら頭を蹴飛ばすところだった」

「これは……火の御方」

　逆立った赤い髪に黒のライダースーツを着た女性が空に浮かんでいた。







「やはり穂村東里は火の一族でしたか」

「まあ、語弊があるほど薄いがな。そなたは山査子か山茱萸か」

「山査子です」

「私は榾ほたと申す」

　榾は金色の目を軽く伏せた。

「榾さま。この縁えにし、よろしくお願い申し上げます」

「呼び捨てで良い。こちらこそ、よろしゅう。しかし、私は東里のことはよく知らんのだ。つい先ほど火乃子さまからご連絡があっての」

「火乃子さま……医の仙にお仕えされている火の御方と伺ったことがあります」

「その御方だ。東里は火の者とはいえ、その性質も薄いが、医の神様のご意志があるとか」

「なんと！　では、『魔』と……。それで眞芳は渋ったのか」

「おそらく。勘は鋭いようだが、眞芳は冷静な男かの？」

「誰よりも。明晰な頭脳と沈着冷静な性質、穏やかで優しい心、そして、誰よりも整ったあの容姿……」

「もうよい」

　榾が呆れたように止めた。

「樹の神さまのご意志で私と山茱萸が眞芳を育てました」

「自慢の息子か」

　ええ、と山査子は胸を張った。

「閨ねやのことまで教えたようだの」

　笑いを含んだ言葉を山査子は流した。

「東里を助すけてくれるだろうの？」

「眞芳は秀でております。肝も据わっている。しかし、あの男は助けてやらねばならないほど頼りないのでしょうか」

「わからん。火乃子さまが関与されているのなら、いずれ『魔』に向かう。ならば眞芳も必要だということだ」

　そのときに菊竹は大丈夫かと榾は聞いているのだった。

「どんな場合でも眞芳は対処できるでしょう。あの男が足を引っ張らなければ」

「逆だ。『魔』に対峙するのは東里だ。眞芳は何のお役を与えられるのかは分からぬが、東里を支えねばならない」

　ベンチでは菊竹と穂村が話をしている。山査子はそれを目の端にいれながら、榾に向いた。

「そなたと山茱萸、慈しんで眞芳を育てたのであろう。いずれ女人と子をなし、人としての生を全うさせたかったであろうな」

　榾はくるりと山査子の周りを飛んだ。

「どちらも男だ。子をなさぬ仲なら、その合わせた力がより強く何かを凌駕するはずだ」

「眞芳の二親は『魔』にやられております」

「そうであったか。医の神様が選ばれるには訳があるのだろう」

　山査子と榾は菊竹が穂村の手を取ったのを確認し、視線を交わした。
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　先ほどと同じように菊竹が黙って横に座った。穂村はサンドイッチを咥えたまま彼を見た。

「それ、一個くれる？」

「え、ああ、どうぞ。ちょっと表面乾いちゃってます。蒸しパンもありますけど！」

「それがいい」

　菊竹は遠慮無くサンドイッチを一つつまんだ。

「夢でも腹は減る」

「……やっぱいま夢なんですか？」

「うん。勝手に独りで起きたら叱られた。君を夢の中に残すのは良くないらしい」

「…………眞芳先生、やっぱり全然解りません。すみませんが説明していただけますか」

「結論から言うと、君と寝なくちゃ僕は起きてはならない」

「………………え？　寝るって……えっ？　……その……さっきおっしゃった生殖……」

「そう、セックス」

「わ、わー！　わ。いや、それが一番のびっくりだと思うんですけど、結論がそれなら過程というか、理由がありますよね。そこを明確にお願いします」

「意外と冷静だね」

「動揺しまくりだし混乱の極みですよ。でもね眞芳先生、俺、これでも外科医なんです」

「なるほど」

　菊竹はサンドイッチを食べてしまうと、手をはたいた。

「このおかしな状況でも、君、僕のことを信じてますか？」

「はい」

「今から話すことはすべて真実です。僕は普通の人間として普通に生きてきたし、おそらくこれからも凡人でありつづける。まずそれを念頭に置いてください」

「凡人だとは思いませんが、はい」

「ずいぶん非科学的な話ですが、真実です」もう一度繰り返し、菊竹はしっかりと穂村を見た。

「アニミズムを思い浮かべてもらうと解りやすい。解る？」

「え、ええ」

「この世にあるすべてのものに神がいる。光、水、風、雨、山、海、樹木、草花……そう、何でも。君が携わる医療にも」

「はあ……」

「その神さまには、それぞれ仕える者たち、仙と呼ばれる者たちや精霊みたいなものかな、そういう者たちがいて、さらにその下……というシステムが構築されているそうだ。そして、なかには人間と交わって、子をなし、人としての系をつないでいったケースも多い。僕たちが知らないだけで様々な系の人間がこの世にはいると聞いてます。僕の場合は先祖のどこかで樹木の神さまに仕えていた者がいました」

　数学の世界で生きている菊竹が話す内容だとは思えなかったが、穂村は先を促した。

「両親が早くに亡くなって、祖父母もいなくなり、僕は樹木の神さまから使わされた二人に育てられました。僕には計り知れない領域の意思で、僕の運命は決まっています。……数学も突き詰めればそういう領域まで行くと思っていますから、運命は素直に受け入れます。ああ、でも、納得できないことには逆らいますし、運命とは言え、変えられるものは変えます」

「運命。俺もあると思います。生死に接していると人には逆らえないものがあるように感じます」

「そう……。僕は夢で一生をともにする人と出会うのだそうで、それも夢の中で二回目に出会った人物。今までの夢で、同じ場所、同じシチュエーションでも会う人はすべて違っていました。僕の夢は独りで見るものでなく、必ずもう一人が一緒に見ていますから、間違うことはありません」

「それが俺ですか」

「そうです。おそらく君もただの人ではなく、何らかの神さまの系なのでしょう。僕はその二回目の人と寝ることで意味をなすのだそうです。それが女性なら子をつくることになります」

「だから生殖活動っておっしゃったんですね。俺は子どもを産んだりできませんから意味が無いと」

「だから別に寝なくてもいいかと一人で起きたら、連れ戻されました」

「さっきおっしゃった育ての親さんに？」

「ああ。……失礼な言い方だが、どんな相手でも僕は構いません。ただ、君とこうやっているだけで何か強い意志を感じる。もしかしたら、僕が君と一緒に生きることで、君を得体の知れない状況に陥れてしまったり、恐ろしく酷い状態に巻き込んでしまったりするかもしれない。そういう不安も感じるんです」

「眞芳先生、俺を心配してくれてます？」

「誰にせよ、悪い状況に巻き込むのは不本意だ」

「伺った話はすごく不思議で、正直言って変な話だと思います。でも、実際、これが夢の中らしくて、俺はここにいる。夢だけど現実なんですよね？　じゃあ、俺、眞芳先生とだったらどんなことでも立ち向かって、乗り越えていけます」

　菊竹が少し眉をひそめた。

「軽く聞こえちゃいましたか。俺は運命論者ではないですけど、これは運命だと思います」

「……まだ軽い」

「真剣です」

「君、こんな話、すぐに信じちゃダメだ。嘘ではありませんが、疑念、疑惑、もっと……そう、葛藤というか、そういうのないんですか」

「だって、眞芳先生が最初に信じろっておっしゃったし」

　丸くて大きな目は純粋だ。

「さっき、一人でいるときは、なんだかなあって思ってました。でも眞芳先生、ちゃんと戻って来てくれたし、事情も解ったし。じゃあ、俺に異存が無ければ先生とセックスしちゃえばいいってことでしょう？」

「一生を伴にするって条件付きなんですが」

「それって夢の中だけじゃなくて現実世界でも一緒ですよね？」

　菊竹が肯くと、穂村はにっこりと笑った。

「ノープロブレム！　眞芳先生のプロポーズ、お受けします！」

　言い切った穂村は、少し頬を赤らめた。

「……っていうか、眞芳先生、さっきからものすごくイイ匂いがするんですけど」

「は？」

「香水とかじゃなくて、なんかこう……すごく……その……そそる感じの」

　菊竹は心の中でため息をついた。自分が相手の発情を促す香りを放つのは知っている。今までの相手に関してはそうだったし、そういう相手には少なくとも自分もその気になっていたときだった。今のように自分が冷めている状態でもそうなっているのは、やはり何らかの意思で操られているような気がした。

　穂村のことは好きでも嫌いでもない。一生を伴にするのも構わない。しかし、何らかの意思が働いてのことなら、この男を難局に巻き込まないでほしいと願う。

　少し身体を寄せてきた穂村の目をしばらくじっと見つめて、菊竹は腹をくくった。
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　穂村は荒い息づかいで菊竹にのしかかった。もう何度目かわからない。十代の頃でもこんなに精を放ったことはないと思った。菊竹に分け入られるのも何の抵抗もなかった。彼に放たれると臓器全体がそれを吸い取るかのようだった。なにもかも、我さえも忘れて男の身体に没頭した。菊竹のテクニックは淫らで、冷徹で、柔和だ。唇をねだり、指をねだり、男をねだる自分を客観視する余裕などなく、穂村は溺れた。

「眞芳先生……いいにおい……」

　首筋に顔を埋め、舐めるように匂いを嗅ぐとぞくぞくする感覚が身体を巡る。

「すごく……キモチいいんですけど」

「自分ではわからない」

　そういった声が少し枯れていた。菊竹もまた声にならない声で喘ぎ続けていたのだ。悟られないように穂村の唇で塞ぎ、彼の中に精を注いだ。

　菊竹もまた、経験したことのない快感を覚えていた。人並みの恋愛をしてそれなりに付き合った女性も男性もいたが、彼らは夢に出てくることはなかった。そして、身体の相性がこんなに合ったこともなかった。深い位置で正確に重なるのを感じて、これが必要だったのかと合点がいった。

　穂村が唇を甘くついばんでくるのに任せているうちに、とろとろと眠くなってきた。夢の中で眠りに引き込まれるのは不思議な感覚だったが、抵抗できなかった。手を繋いだまま、二人とも息を重ねていった。







「あれ……ここ、どこですか？」穂村が当たりを見渡した。「林……森？　山の中ですか？」

「さあ、僕も知らない。ただ、これは夢の中の夢だ」

「夢の中の夢……？」

「僕の夢の中で、僕と君が一緒に見ている夢」

「ややこしい。で、なんで森なんでしょう」

　深い緑のなかに二人は立っていた。足元はふかふかの土と柔らかな苔だ。木漏れ日がちらちらと入っては来るが、明るいのはそこだけで、緑のグラデーションの中にいるのだった。

「樹の神さまのテリトリーかな」

　菊竹は山茱萸と山査子の気配を探した。

「山茱萸も山査子もここにはおらぬ」

　不意に声がし、咄嗟に穂村が菊竹をかばう仕草をした。

「我はここだ」

　正面の樹から人影が現れた。

「花晶かしようと申す。医の仙にお仕えしている」

　長い黒髪で和装の青年が立っている。すっきりとした目鼻立ちなのに華やかな空気をまとっていた。

「医の神さまの仙人さまでしょうか」

「仙の仕者だ」

　二人のやりとりを穂村が不思議そうに見た。

「花晶さま、僕は山査子と山茱萸から少しは聞いておりますが、彼は何も知りませんので」

「そうだろう。穂村東里、そなたの医師としての力が必要だ」

「どなたかご病気ですか？」

　すっと穂村が医師の顔になった。

「東里は良い目をしている。眞芳とともに我らと一緒に『魔』と戦うことになる」

　穂村は首を傾げた。さすがに初対面の花晶に「話が見えない」とは言わなかった。

「『魔』ってなんですか」

「現代の医学では絶対に解明されない病気……っていうと分かりやすいか。症状はさまざま。原因が感染症でも腫瘍などでもなくて、薬は全く効かない、きわめて致死率の高いもの。……という認識でいます、僕は」

　菊竹が穂村と花晶に言った。

「その説明が東里には簡潔だろう。原因が『魔』の病は一般の医療では立ち向かえない。医の神さまがその術をお教えくださった。適性のある医師でないとその術すべを会得できぬ」

「え……、もしかして俺にその適性があるんですか」

　愚問だという風に花晶は片眉を上げた。

「僕は医師ではありません」

「東里は一人では『魔』に向かえぬ。空間を数式で考えることの出来る眞芳が必要だ」

「仕者さまは見識もお広い」

「皮肉は通じぬ」花晶は鼻で笑った。

　菊竹と花晶の間に流れる空気に穂村は割って入った。

「あのぉ……なんとなく概要は分かった気がしますけど、具体的に何したらいいんですか」

「今まで通り医師として患者の治療に当たればよい」

「あ、そうなんですか。この近くに病院とか診療所があるんですか？」

「いま、お前達は夢の中にいる。『魔』との戦いは現実でのことだ。研修は受けねばならぬが、東里は勤め先を変わるなどということはない。普段はいつも通り医療に励めば良い」

　いまひとつピンと来ない表情の穂村に、花晶は菊竹に「な、おまえが必要だろう？」と目で言った。

「花晶さま、夢の外で何らかの知らせがあるということですか」

「そうだ。東里、我を覚えておけ。東里は今しか我の姿を見ることが出来ぬだろう。いずれ『魔』と向き合うときにまた会うことになるが、それまで姿は見えぬままだ。しかし、眞芳はどこにいても我を知ることができる」
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「……話が急展開過ぎます。俺、流されやすいんですよ。なんか、全部信じちゃって、受け入れちゃって…………大丈夫ですかね。いまだって、本当に現実に戻ってんのかどうかもわかんないですよ」

　甘いコーヒーをがぶ飲みしながら穂村が言った。

「君の今日の仕事は終わって、ここは病院前のカフェ。現実の世界だ」

「はあ」

「僕も急だったからちょっと驚いたけど、君のことは嫌いじゃない。『魔』に関してはメールが来た」

　菊竹はタブレット端末を取り出した。

「嫌いじゃない？　俺は眞芳先生のこと好きですけど！　『魔』とかより重要でしょう」

「大声出さない。まずメールを読みなさい」

　タブレットを押しつけられ、穂村は画面に目を落とした。

「須賀病院の須賀史彦先生。この住所、ずいぶん西の方の県ですね。学会でも行ったことないなあ……」

　須賀からのメールは長文だったが、簡潔にまとまっており理解しやすかった。いきなりの状況に戸惑う穂村の心情をもきちんとフォローされ、穂村は須賀の人柄に触れた気がした。

「『魔』を封じる力。うーん、そんなこと俺にできるのかなあ」

「すぐにできる人などいないでしょう。テクニックを学ばなければ」

「俺、血管形成とかは同期の中でも結構うまく出来る方だと思うんですけど、そういうテクニックじゃなさそうだし。霊感とか全くないし、オカルト的な経験は今日のアレが初めてだし！」

「君には能力があるということです」

「アニメとかじゃないんですから……。なんかの実を食べたとかってのもないし」

「ああ、まあ、そうですね。うちの者から君の家系に火の一族がいると聞きました。その力を継いだのでしょう。言うなれば遺伝です。僕と同じです」

「遺伝って……！　うううーん、でも眞芳先生と同じなのはいいかな。とりあえず、この須賀先生に連絡取ってみます。なんか研修受けろって、あの花晶さんも言ってたし」

　気軽な様子に菊竹は少し穂村の顔を見た。こんな顔だったか。二回も夢に出るなら惚れているのだろう。確かに彼を教えていた頃、何となく気にはなったのは覚えているが、恋愛対象ではなかった。

「なんですか？」

「いや、なんでもない。外科って言ってたけど、何が専門ですか」

「俺、そんなことも言ってなかったんですね。循環器です」

「へえ……忙しいんだろう」

「はい。まだ四年目ですから。いまから色々な認定資格取らなきゃいけません。この病院にも今年来たばかりです」

　近隣県の中でもレベルの高い病院で、各医大や医学部からドクターが集められている。当然、勤務するドクターたちは知識と技術を要求される。そこに新人が食らいついていくのは普通でも大変なことだと菊竹にも分かる。

「勉強するのも研修受けるのも『魔』退治だって同じでしょう。一緒にやりますよ。大丈夫。俺、体力だけはありますし」

　なるほど単純だ。このシンプルさは自分にはない。ああ、そういえば、高校生の彼も同じだった。彼の持ち味か。それを好ましいと思っている自分に菊竹は小さく息をついた。

「ため息？　眞芳先生、俺、頼りないですか。やっぱ、無理ですか」

「君は選ばれた人です。彼らの人選に間違いはないと聞いています。むしろ突拍子もない話を受け入れてくれた君に感謝しています」

「そんな。俺は眞芳先生信じてますから。パートナー信じなくちゃ何にもできません。……ってあの話も本当ですよね」

「ちゃんとこうやってデートしてるじゃないですか」

「えっ、これ、デートなんですか！」

「声が大きい」

　制された穂村は内緒話のように声を潜めて「すげーうれしいです」と笑った。
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「うまいうまいうまい！　山茱萸さんしゆゆさん、すっごく旨いです」

　菊竹家の食卓で飯を食う穂村は、何の遠慮もない。

「すみません。うちの母親、料理が下手で。お手伝いさんがいたんですけど、この人も料理はそんなに上手じゃなくて。うちは両親も兄も医者で、みんな早食いだし、みんなバタバタしてたから、ゆっくりゴハンとかなかったんですよ。こんなに美味しいゴハンだったら違ったのかも。マジですごくすごく旨いです」

　そういって漬け物をポリポリと音を立てて囓った。仕事終わりに少しでも時間が取れそうな夜、穂村は菊竹家に来るようになった。

「東里は初対面から我らに警戒すらしないな」

　お茶を飲みながら山さん査ざ子しが皮肉交じりに言った。

「え、だって、眞芳先生の親代わりなんでしょう？　だったら俺にとっても親になるんじゃないですかあ」

　ケロリと返す穂村に、山査子は口を噤んだ。

「今夜、泊まってっていいですか。須賀先生の研修プログラムでわかんないことがあって。山査子さんにも教えて欲しいんです。今日を逃すと、俺、ちょっとオペが立て込むから病院から出られなくなっちゃうし」

　穂村は真面目に須賀史彦から送られてくる『魔』に関する資料を読み込んでいる。もちろん、いままでそういう世界とは全くの無縁だったので理解しづらい部分がある。それを山査子と山茱萸に教わっている。

　食卓でそのまま資料を広げて、穂村は山査子を捕まえて質問攻めだ。山茱萸は洗い物をしながら口元に笑みを浮かべている。そんな様子を眺めて菊竹は落ち着いた気持ちになった。自分がどんな人間とパートナーになるのかは皆目見当が付かなかったが、普通の女性と子どもをつくり、ごくごく一般的な家庭を築くのかと何となく思い浮かべてみたことはある。その光景より、いま目の前にいる男たちの団欒の方がしっくりくる。『魔』に立ち向かうことになるとは考えたこともなかったが、その一員になることは嫌ではない。自分の知識が役に立つなら、その仕事をしよう。そんなことを思っていると、自分を呼ぶ声がした。

　声をたどって庭に出ると、木の上に浮かぶ女性の姿があった。夜目でも分かる真っ赤な髪が特徴的だ。

「こんばんは。火の御方でしょうか」

「ああ、榾ほたという。あの男……穂村東里はどうだ？」

「いま、山査子と山茱萸が『魔』について学んでおります」

「そうか。そなたはどうだ」

「僕も知らないことばかりですので、別方面から勉強しています。僕には『魔』を封じる能力はありませんから」

「なかなか賢いの。あの男を気に入っておるか」

　榾はふわりと木の枝に座って足を組んだ。木は少しも揺れない。

「ええ……」

「運命に巻き込みたくないとか何とかほざいておったの」

「よくご存じで」

「一つ教えてやろう。『魔』に向かうのはそなたでなく東里の運命だ。巻き込まれているのはそなたの方だ。我はあの男をよくは知らぬ。医の仙にお仕えする火乃子さまから申しつかっての。我は東里がそなたに嫌われては困るだけだ。どうだ、気に入っておるか。東里の運命を伴にする構えはできたか」

「貴女となら運命を伴にできます」

　心にも無いことを真顔で言った菊竹に、榾は眉一つ動かさなかった。

「ほう。女性によしようのほうが良かったのか。いまから相手を変えることは出来ぬが、そなたがどうしても男子おのこが嫌なら床の相手をする女性を連れて来てやろう」

　榾はストレートだ。山査子や山茱萸も同じようなところがある。彼らの特性なのだろうと菊竹は理解した。

「結構です」

「そうか。火の娘は美しいが気性が強いからのう。樹の者の手に余るだろう」

「彼は榾さまとお会いしましたか」

「いや。必要か？」

「いずれは」

「ならば、そのときで良い。東里にはそなたがいればいい」

「榾さまはどうして僕に姿をお見せに？」

「なに、気まぐれだ」

　フフンと笑い、榾は宙に舞った。

　榾の消えた先に赤い上弦の月が掛かっていた。穂村の柔軟さは面白い。彼が素直すぎて心配になっている自分も面白いと思った。数の世界で生きていくつもりだった自分にこんな感情があるとは知らなかった。

「眞芳、どうした？」

　山茱萸が声を掛けた。

「なんでも。榾さまという火の方がいらっしゃった。先日の花晶さまは夢の中だったけど、この現実空間で姿を見るのはちょっと違和感」

「おれも山査子も同じようなものだけど？」

「うん……そうなんだけど。僕の環境が少し変わった気がする」

「不安か？」

「どうだろう。僕は自分の運命に彼を巻き込んだと思ってたけど、榾さまがそうじゃないとおっしゃった。考えてみれば、僕は『魔』を封じることができないんだから、違うのかって」

「おれは眞芳と東里、どちらもが巻き込みあってるんじゃないかと思うよ」

「ああ、そうとも言えるのかな。山茱萸は『魔』を見たことがある？」

「ないよ。たまに見える個体があるらしいけど、それはごく稀だ」

　そう、と菊竹は呟き、夜空を見上げた。







　ほとんど夜が明けるまで穂村は勉強を続け、やっと菊竹の寝床に潜り込んできた。

「お疲れさま」

「ちょっとだけ、寝ます……」

　言い終わらないうちに穂村はもう眠りの縁から飛び降りていた。かろうじて菊竹の身体を抱き寄せたが、腕の力はすぐに抜けた。菊竹もそっと口づけて、目を閉じた。

　カラフルで脈絡がなく、全くのカオスの空間に菊竹は入り込んだ。それが穂村の夢だと理解し、混乱を極めた迷路を歩きながら全体を見渡した。医師としての仕事、手術の術式、患者達のプロフィール、上司や同僚とのカンファレンスと思われる話……それらを中心に置いて、『魔』に関する知識がぐるぐる渦巻きながら計算されている。菊竹は人の夢の中に入るのは初めてだが、こうやって彼は物事を取り入れているのかと理解した。事象に触れてもいいものだろうかと思ったが、試しにちょいと指先を差し出しただけでそれは移動した。

「なるほど、これなら大丈夫か」

　菊竹は『魔』に関するものだけを整理し始めた。ジグソーパズルのようにピースを三次元的に組み合わせていく。合っていればそれは形を成し、すっと穂村に吸収されていく。菊竹は淡々とこの作業に集中した。膨大に渦巻いていたものがほぼ消えていくと、遠い中心部に自分の姿が見えた。穂村にとって自分はあんなに内側に置かれる立場なのか。

「あれ……？」

　あの位置はずいぶん古い記憶の場所だ。運命とはいえ、再会してからの急接近は彼を無理に引っ張ったような気がしていたのだが杞憂だったか。自分はどうだ。自分のあの場所に彼は居るのだろうか。彼の夢の中にまで入り込んでおいて、何を疑問に思っているのか。菊竹は考えるのをやめた。
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　穂村が仕事で忙しい日々が続き、菊竹も研究会などが重なり、二人が顔を合わせたのは一ヶ月も経ってからだった。

「ああ、やっと眞芳先生に逢えた」

　菊竹家の玄関先で、穂村は菊竹に抱きついた。菊竹が抵抗する間もなく、唇が重ねられた。

「こんなところで。山査子も山茱萸もいる」

「ベタベタしたいんです」穂村は腕を緩めなかった。

「とにかく上がれ」

　菊竹の肩を抱いたまま現れた穂村に、山茱萸も山査子も驚くことなく普通に挨拶した。

「ね、大丈夫でしょう」とくっついたままの穂村が笑った。

「眞芳もいい加減慣れろ。東里と仲が良いのはいいことだし、おれたちは何とも思わぬ」

　山査子はさも当たり前のように言うと、山茱萸が聞いた。

「東里は泊まっていく？」

「いいですか？」

　菊竹の返事より先に山茱萸が肯くと、山査子が笑いを含んだ声で言った。

「飯より先に眞芳を食いたいのか。顔に出てる」

「はあ？」呆れた声を上げた菊竹の首筋に穂村は口づけた。

「ちょっと！　やめろって！」

「さっさと部屋に行け」

　山茱萸に追い払われると、穂村は菊竹を持ち上げんばかりに抱え、菊竹は恨めしい目つきで山査子を見た。山査子と山茱萸の感覚は植物のそれで、人間とは違うため、かなりストレートだ。発情しているのは菊竹も同じだが、あからさまなのはさすがに嫌だった。

「人前でくっつくのはやめてくれ」

「えー、家族じゃないですか。ああ、やっぱり眞芳先生、イイ匂い……」

　穂村は菊竹の耳朶を噛んだ。

「眞芳先生も今度俺の家族に会ってください。ちゃんと紹介します」

　菊竹は本気にせず、「よろしく」と唇を甘噛みしてやった。菊竹ももう穂村が欲しくてどうしようもなくなっていたのだった。

　そのままふたりは交わりを愉しみ、快楽に溺れた。

「眞芳先生のって、どうしてこんなにキモチイイんだろ……。先生は俺で満足してくれてますか」

「……聞くな」

　菊竹は喉を反らせて敏感な刺激に耐えた。

「イイんだ……よかった」

　呟くと同時に穂村は彼を深く貫き、自分の存在を菊竹の内に知らしめた。







「……で、難しい症例の患者さんに接したり、文献調べたりしたときに、どれも『魔』のせいじゃないかって疑っちゃって。いままでよりしつこく原因を調べちゃって。おかげで結構視野が広がりました」

　バクバクと山茱萸の作った飯を口に運んで穂村が笑った。

「いまのところどれもちゃんと証明できる原因があって、『魔』のせいじゃないって分かるんですけどね。ああ、この煮付け旨い」

　山茱萸は山査子をちらりと見た。山査子は最初は穂村に否定的だったが、いまは色々教えたりして打ち解けているように見える。だがそれは表面的なもので、まだ不満を抱えているのが伝わってくるのだった。

「あ、そうだ。さっきも眞芳先生に言ったんですけど、今度、俺の家族に会ってください。山査子さんも山茱萸さんも一緒に」

「はあ？」三人が同時に声を上げた。

「だって、眞芳先生とパートナーになったんですから、両親と兄にも紹介したいし」

「いや、それ、本気だったのか」

「本気ですよ。あ、俺はゲイだって親に言ってますから大丈夫です」

「大丈夫って……」

「うちの親、そういうの気にしないんです。兄夫婦が家のクリニック継いでるし、子どももいますし」

「おれ達はまずいだろう」山査子が眉をひそめた。

「え、なんでですか？　ちゃんと人に見えますし、大丈夫ですよ。ね、眞芳先生」

「……まあ、見た目はね。ただ、世間一般の親戚づきあいなどはできませんよ、うちは」

「あ、それも大丈夫です。うちの両親、そういうの雑だから。ただ、ほら、最初の顔合わせ？くらいはしといたほうがいいかなって。っていうか、俺が眞芳先生と山査子さんと山茱萸さんを紹介したいんです。山査子さんたちはご親戚の方ってことにしてありますし」

「してある？　もう話をしてるんですか」

　山茱萸が目を丸くした。

「はい。ざっくりとですけど。あ、もちろん、『魔』のこととかは言ってませんよ。普通に好きな人がパートナーになったって報告だけです」

「ご両親はなんて……」

「良かったねって言ってました。ほら、眞芳先生のことは高校の時に知ってますし。お世話になったあの先生なら問題ないって。今は数学の研究者だって言ったら、そんな硬い人なら余計に良かったって。むしろ、俺がいい加減なことして迷惑掛けないようにって父から言われました」

「……ずいぶん理解のあるご両親だ」

　菊竹は静かに言った。

「いずれはご挨拶しなければとは思っていたので、良い機会でしょう。逃げていても仕方ない。もし、彼が一般的な女性だったら、先にこちらからご挨拶しなければいけなかったし、結婚式なども挙げなくてはならなかったでしょう。そういうのが免除されているだけでもありがたいことです」

　山茱萸と山査子は黙って肯いた。

「君が男性同士の結婚式に夢を持っていたなら申し訳ない。そういうのは僕には不向きだ」

「そんなの、必要ないです。俺、眞芳先生がそばにいてくれたらそれでいいです」

　穂村は菊竹の手を強く握った。







　ふたりが再び部屋に消えたあと、山査子と山茱萸はゆっくりとコーヒーを飲んだ。

「おれは、眞芳が女性によしようと子を成し、その子を見たかったのだがな」

「山査子はまだ東里が気に入らないのか」

「いや。今となっては眞芳の相手は東里しか居ないと思う。なにより神さまの思し召しだ。間違いは無い」

「それにおれ達も両親に紹介するなどと言っておるしな」

　山茱萸が笑うと、山査子も表情を緩めた。

「まさか、そんなことを言うとは思いもよらなかった。我らを人扱いしておる」

「東里から見れば人なのだろう」

「単純なのは時として危うい」

「眞芳が助ける」

「そうだな」

　二人の樹の精は改めて樹の神さまに報告することにした。
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　インターネットを駆使して『魔』に対しての穂村の研修はほぼ終了し、実際の要領を習得するために西の地方にある須賀病院へ行くことになった。もちろん菊竹も一緒だ。彼もまた穂村とは別の研修を受けており、須賀史彦が率いる医師以外の者たちと連絡を取り合っていた。

「ふたりきりで電車の旅。いいですね」

　穂村がグリーン車に乗り込んだ。

「よかった、ガラガラだ」

「高かったんじゃないですか」

「ゆっくりしたかったんです。いいじゃないですか。新婚旅行です」

　上機嫌の穂村に、菊竹は苦笑した。新婚旅行という言葉は思いの外、甘い気分をもたらした。

「君と居ると自分で知らなかった感情が出てきます」

「ん？　どんな感情ですか」

「秘密です。不快なものじゃないから安心してください」

　菊竹は棚からブランケットを出して穂村にも渡した。

「秘密？　俺に眞芳先生のこと教えてください」

　広げたブランケットの下で、早速穂村が手を握った。

「平凡な人間です。なにもありません」

「うーん、じゃあ、山査子さんと山茱萸さんのこと」

「彼らは見たとおり、そのまま」

「何歳くらいの設定なんですかねえ」

「設定って。ちゃんと僕の成長に合わせて年を取っています。小学生の頃はちょっと若めの父兄として参観や懇談にも来てくれました」

「へえ……あ、コーヒー頼みます？」

　結構と首を振って、菊竹は窓の外を見た。この研修の間、山査子と山茱萸は樹の神さまに報告に行っている。

「山茱萸と山査子は君のご家族に紹介されたことが嬉しかったらしい」

「よかった。うちの親も兄夫婦も喜んでました」

「君は親孝行だ。僕はあの二人に親孝行らしきことをした覚えがない。考えてみれば、気づかったこともないな……」

「今回喜んでくれたなら、それでいいんじゃないですか？」

「そんなもの？」

「だと思います」

　穂村は指を絡ませた。

「眞芳先生、大学休むの大丈夫だったんですか？」

「ああ、特に問題はないです。パートナーが出来たとだけは既に報告してあります」

　大騒ぎが起こったが、菊竹は我関せずだった。




『魔』に関しての勉強をするために、普段の研究時間を短縮していた。それは勤務時間に関係ないことなので、大学や教室に迷惑をかけることはなかった。だが、判で押したように同じだった行動が変わったことに、まず大学院生達が訝った。

「菊竹先生、最近、タイムスケジュール変えたの、どうしてですか？　彼女でもできたんですか？」

　Ｄ１の西田が何気なく聞いた。

「彼女ではありませんがパートナーが出来ました」

「ええええええっ！」

　Ｍ１の原が後ろから大声を出した。西田は声も出さずに口をぱくぱくさせている。

「パパパパートナー！」

「マジっすかー！」

「はい」

「結婚されるんですか？」

　助教の田中も興味津々で身を乗り出した。

「結婚という形態はとりません」

　菊竹はそれだけしか言わなかったが、五分も経たないうちに教授が飛んで来た。

「事実婚ってやつ？　式はどうするんですか？　仲人は？」

「そういうのは一切やりません」

「教室でパーティーくらいは開こうか？」

　数学者にしては世話好きの教授は、いままでにも見合い話をいくつか菊竹に持ってきていたのだ。

「結構です。お気持ちだけ。お祝いなども無用です。どうぞお気づかいなく」

　菊竹は立ち上がって頭を下げた。

「そうはいってもねえ……。どんなお嬢さんなんだい？」

「昔の教え子です」

「えええええええええっ！」

　教授と教室員が声を揃えたが、菊竹はそれ以上は何も言わず、いつものように計算式に集中したのだった。




「…………眞芳先生、パートナーが出来たっておっしゃったんですか」

「はい」

「それ、俺のことですよね」

「他にいますか？」

「いま、キスしたらだめですよね」

「ダメです」

「ううーー！」

　手を握ったまま、穂村は足をジタバタさせた。
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　新幹線から在来線に乗り換えて一時間、さらにバスで一時間、須賀病院はかなりの田舎に位置していた。

「そんなに大きくない病院ですね」

「裏山も含めると結構な規模だと思いますけど」

「え、あの山もそうなんですか？」

　穂村が目を凝らすと、山の中に建物らしきものが見え隠れしていた。

「おそらくあれも施設の一部でしょう」

「へえ……」

　二人が歩いていると、花晶が現れた。

　立ち止まって菊竹が挨拶すると、花晶は肯き、病院の横手にある入口に案内した。

「……眞芳先生、どうしたんですか？」

「ああ、見えないか。花晶さまがいらっしゃる」

「え、そうなんですか。えっと、こんにちは。お世話になります」

　やや見当違いの方向に穂村が挨拶した。そちらには榾よりも迫力のある赤毛の女性がいた。

「火乃子さまでしょうか。はじめまして」

「うむ。あとでゆっくりな」

　声だけは穂村も聞き取ることができた。

「なんだか分かりませんけど、他にも誰かいるんですか」

「ええ」

　通用口らしき場所から入ると、すぐに院長室があった。

「遠いところまでようこそいらっしゃいました」

　院長の須賀史彦は二人の想像以上に若く気さくな人物だった。菊竹にしか見えなかったが、彼の横には花晶が寄り添っていた。

「穂村先生には花晶の姿、見えてますか？」

「いいえ」

「そうですか。ここに居るんですよ」

　笑顔がとても優しい須賀は、物腰も口調も穏やかで、とてもこの病院を動かし、『魔』に向かう者達を統率しているように見えない。　　

「僕、頼りなさそうでしょう。頼りないんです。僕自身は『魔』を封じる能力はありません。だから、皆さんに助けていただかなくちゃならない。穂村先生、菊竹先生どうか、お手を貸してください」

　須賀は丁寧に頭を下げた。

「こちらこそよろしくお願いします。あの、私も本当に出来るかどうか分からないんですが……」

「大丈夫です。概論はもうお分かりいただいてますので、早速ですが、研修を受けていただけますか」

「三日しかなくてスケジュールがタイトになってしまって申し訳ありません」

「お越しいただいただけでもありがたいです。さあ、仕者さまたちがお待ちです。どうぞ」

　須賀に案内されて、二人は院長室を出た。廊下の途中で、須賀は穂村を連れて右へ行き、菊竹は花晶に導かれ、左へ行った。

　病院の裏手にもう一つ建物があり、須賀はそれを指した。

「この建物です」

「あの山の中にあるのは？」

「あちらは看護学校です」

「へえ！　併設ですか！」

「卒業生は一般の看護師ですが、それぞれ『魔』に向かう医師と一緒に働きます。彼女たちも色々な力を持っています」

「そうなんですか！　心強いですね。私は本当にできるでしょうか？」

「はい」

　きっぱりと言って須賀はドアを開けた。







　花晶をはじめとする医の仙の仕者たちは一癖も二癖もある強者揃いだ。彼らから研修という名の特訓を穂村が受けている頃、菊竹は戻ってきた須賀と話し込んでいた。

「……というわけで。菊竹先生、このシステムにご意見をください」

　タブレットを渡され、そこに広がる世界に菊竹は見入った。

「これは……」

「『魔』の感覚って言えば良いでしょうか。電顕でも見えない世界。『魔』はきわめて感覚的なものです」

「よくここまで数値化できたものです」

「これを完全にしなくては」

　意外なほど強い目で須賀が言った。

「それで僕を。やっと納得がいきました」

「そうですよねえ、意味わかんなかったでしょう。でもこれは全部いままでお願いしてきたことに繋がっています」

「理解しました。今までいただいた資料でおおよそのシステム構築はしてきました」

　須賀が柔和に微笑んだ。

「花晶がね、菊竹先生のことを鋭い方だと誉めていました。彼がそんなことを言うのは珍しいんですよ」

「一回しかお会いしていません」

「それで結構分かっちゃうみたいですよ、彼らは。人間とは違う部分で内面を見るんでしょうね。山査子さまと山茱萸さまも同じでは」

「ええ。ただ、彼らは僕に合わせて人間社会で暮らしていますので、割と人間っぽいことを言います」

「人間っぽい？」

「ええ……。貴重な樹の精を犠牲にしてしまいました」

「菊竹先生、引け目とか負い目を感じてらっしゃるんですか」

「どう表現して良いのかわかりませんが、僕のために彼らは本来の役目を、」

「ストップ！」

　須賀は菊竹の言葉を遮った。

「菊竹先生、そう思っちゃいけません」

「……分かっています」

「でも、心のどこかに引っかかっちゃってるんですよね。僕も同じです。僕のために花晶は人間と同じ時を歩むことになってしまいました。そのままでいればあと何百年、もっとかな、ずっといられたのに。山査子さまと山茱萸さまも貴方のために樹の精としての生を人間としての生に変えてしまわれた。気にするなって言われても無理ですよね。だからこそ、と思われて菊竹先生はここまで来られたんじゃないですか」

　へえ、という顔で菊竹は須賀を見た。

「貴方の性格上、誰にもそういうことおっしゃらないでいらしたんでしょう。おそらく穂村先生にも」

「……」

「ねえ、先生。『魔』をやっつけても彼らの時間はもう変わらない。でも、僕たちが『魔』に向かうことで彼らが僕たちに費やしてくれた時間は満たされる」

「満たされますか」

「そう思いましょう。っていうか、それしか出来ないんです。彼らに報いるのって」

　穏やかな笑みの須賀にそっと腕を触れられて、菊竹は皮肉な表情を作ることもできなかった。

「面倒な感情です」

　呟く菊竹に、須賀は「ですよねえ」と肯いた。
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「きつかったー！」

　ベッドに倒れ込んだ穂村は、手首だけ動かして菊竹を呼んだ。

「なに」

「すっごく大変だったんです」

「だろうね」

　ベッドの脇に座った菊竹の腰に穂村は腕を巻き付けた。

「でも、すっごく新鮮でした」

「そう」

　添い寝の形で菊竹が一緒に横になると、穂村は軽く口づけて、そのまま寝入ってしまった。最近の菊竹は、穂村の夢にすんなり入り込むことができる。菊竹も、通常とは違う空間を数学的に分析していたため疲労は覚えていたが、穂村の中を整理するくらいのことはできると思った。

　いつものように穂村の夢は混沌の世界だった。花晶の他に医の仙の仕者たちが勢揃いして、あらゆる知識を穂村に植え付けていた。未消化のそれが、穂村の中で行き場を見つけられずにぐるぐると回っている。菊竹はそれらを見極め、指先で触れて組み合わせ、彼に吸収させてやった。おそらく菊竹のこの行動を花晶は分かっていて、詰め込むだけ詰め込んだように思えた。

「うまいものだな」

「火乃子さま」

「眞芳が東里の中身を片付けていると花晶が言っておったのでな。見に来た」

「おそれいります」

「火の者は突っ走るのは得意だが、こういうところが抜けておる。だが、眞芳がこうやって飲み込ませてやっているなら、東里はいい力の使い手になる」

「そうですか」

「ずいぶんたくさんの仕者さまたちが関わっておられますね」

「ああ、まあ、それぞれ役目が違うからの。一通りは叩き込まねばならぬ。東里には榾ほたを付けておるから、眞芳も使うと良い」

　菊竹は手を止めずに「まさか」と呟いた。

「まさかとは何だ。榾は使えるぞ」

「畏れ多くて」

「遠慮か？　人は面倒だの。そんなもの不要だ。榾も気にせぬ」

　そう言うと火乃子は消えてしまった。

「……だって。って、君は聞いてないよな」

　菊竹はまだ複雑に渦巻く大量の事象を片付ける作業を続けた。







　菊竹が頭の中を片付けた翌朝、いつも穂村の目覚めは良くやたら元気で上機嫌だ。

「おっはようございます！」

　若い身体はしっかり反応しており、それを菊竹の身体に押し当てる。手や口で応えてやることはあるが、そうしなくても抱き合っているだけでお互いに気持ちは満たされるのだった。

　菊竹が頭の中を整理していることなど穂村は全く知らず、疑いすら持っていない。

　穂村が健康で笑っていると、菊竹も気分が良くなる。そしてその度にこの男を大切だと認識するのだった。

　軽いキスを交わすと、穂村は勢いよく起き上がった。

「今日も頑張ってきます。先に洗面所使いますね」

「うん……歯磨き済んだら起こして……」

　朝に弱い菊竹は、枕に突っ伏した。

「先生、眞芳先生、ほら、起きてください」

　すっかり身支度を済ませた穂村が菊竹を抱きかかえた。

「ん……」

「眞芳先生、ぐにゃぐにゃ。かわいいなあ」

「はあ？」さすがに目を開き、ベッドから降りた。

「くしゃくしゃ頭。かわいいですよ」

「君は表現に問題がある」

　寝癖の髪を押さえながら菊竹は軽く睨んだ。

　朝食後、穂村は昨日と同じ建物に行き、夜まで解放されない。その間、菊竹も数字の世界に浸りこんだ。







　バーチャル環境の構築を修正していた菊竹が、気配を感じて振り向くと、花晶が立っていた。

「進み具合を示せるか」

「シミュレーションしてみましょう」

　菊竹は壁全体をモニタ代わりにして『魔』に関するデータを三次元表示した。

「ほう……この短時間でよくこんなものが作れるものだ」

「全体的な構想は以前にいただいてましたから、エンジニアの知人に頼んでほとんどのプログラムは作ってきましたから。細かいデータをこちらでいただいたのでそれを組み込んだだけです」

「ふむ。人間の進化は加速しすぎだ」

「花晶さまこそ。これをご覧になって理解されています」

「我らには数値化もプログラムも出来ぬ。言葉と感覚で伝えて来たが、これがあれば人は繰り返し学ぶこともできよう。可視化できれば想像もしやすい」

「『魔』は形態、習性、及ぼす影響も多様だと聞いています。統一性も全くない。このシステムは常に不完全です。再現できるのは過去の『魔』だけです」

「意味が無いか」

「どうでしょう。少しでもお役に立てばとは思います」

「確かに眞芳の言うとおりだ。しかし、これもまた進化する。そういう風に作っているのであろう？　たとえば、この領域はわざと開けてある。こちらもだ」

　花晶が示した箇所は正確で、少なからず菊竹は驚いた。

「だが我に分かるのはその辺までだ。こういった機械は扱えないし、数字の世界は範疇外だ」

「ご謙遜を」

「東里の知識もそなたがいなければ、ただの詰め込みでしかない。眞芳が吸収させてやっているから、東里は伸びる」

「なんでもご存じだ」

「プライバシーは考慮しておる」

　医の仙の仕者である花晶は元は花の精だと聞いた。そのとおり、うつくしい風貌とその装束は文字通り浮き世離れしている。一般社会に溶け込んだ山査子と山茱萸も元はこのような形なりだったのだろうかと菊竹は思った。

「眞芳、いま、全く関係の無いことを考えただろう。思念が飛んだ」

「花晶さまからプライバシーなどという言葉が出たからです。けっこう現代っぽいと思いまして」

「長ながの時を過ごしておるからな。その時々に応じた知識は持たねばならぬ」

　見た目はいいのかと思ったが、菊竹は口には出さなかった。

「話を戻す。我に『魔』の所業を数値化することは出来ぬが、伝えられるものはある。風の、水の、光の、火の族からの知恵、医の仙からの理知を眞芳に伝えよう」

「それをこのシステムに反映させるのですか」

「できるか」

「結果は分かりません」

「まあ、そうだろうな。我も分からぬ」

　真顔で言った花晶の顔が霞む。ぐにゃりとした衝撃とともに菊竹は経験したことのない空間に浮いていた。温かくも寒くもないが、心地よくもない場所には地面がなく、浮いているしかなかった。明るさと暗さの認識もできず、なにが見えているのかもよく分からない。花のような香りを強く感じるのだけが身体への刺激だ。

　見えるものを見ろ、と花晶の声が直接身体の中に響く。目を開けても何が見える訳でもない。五感を働かすことだと悟った菊竹は、微かに感じる小さな光に集中した。

　気がつくとベッドの上だった。

「ああ、よかった。戻ってこられて。ご気分は」

「……大丈夫です、多分」

「もう少しお休みください。たまに行っちゃったままの人がいるらしいですよ。やりすぎなんですよねえ」

　須賀がベッド脇の椅子に腰を下ろした。菊竹の腕には点滴で何か入れられている。

「他にも……？」

「あれ、声が掠れてますね。苦しいですか」

「いいえ」

「現代じゃないから僕は直接知らないんですけど、他の仕者さまが見込んだ人が過去に何人か」

「そうですか」

　菊竹は時計を探した。

「一時間くらいしか経ってません。ずいぶん長い時間に感じられたでしょう」

「感覚がよく分からないです」

「未消化なものがないように全部吸収させたと花晶が言ってました。尋常じゃない量のデータをインプットされて身体がどういう反応をもたらすかはわかりませんが、おそらく強い疲労があるんじゃないかなと思います。脳もフル活動。だからこれ、糖分補給」

　須賀が点滴パックを指した。

「ああ、なるほど……。ものすごく眠いんですけど……パソコンを取ってください。タブレットでも……」

「睡眠を取ってるうちに、おそらく貴方のなかで花晶の教えがもっと吸収される。その方がアウトプットも楽になります」

「…………です……ね……」

「僕もそうでした」須賀は菊竹の寝顔に呟いた。
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「眞芳先生、生活何か変わりました？」

「特に。いつもと同じです」

「あんなに「お勉強」したのに。一ヶ月経っても技の使いようがないなんてぇぇー」

　すっかり馴染んだ菊竹家の食卓で、山査子の作ったサンドイッチをぱくついた穂村が愚痴った。

「そうそう出番があっては困ります」

「まあ、そうなんですけどぉ。あまりにも普通の日常じゃないですか」

「それでいいんです」

　コーヒーの豆を挽きながら山茱萸が言った。

「あ、でも、眞芳先生のシステムはドクター達に評判ですよ。ＦＢでみんな誉めてます」

「僕が作ったことは知られていないはずですが」

「もちろん、みんな作成者は知りません。でも、でも、ほら、そういうのって見てるだけでも嬉しいじゃないですか」

「眞芳がそんなに誉められてるのか」

　身を乗り出した山茱萸に「そりゃもう！」と穂村は笑顔を見せた。

「眞芳は優秀だからな、当然だ」

　何のサービスか、山査子が穂村の好物のピクルスを大盛りで出した。

　盛り上がるこの三人の仲の良さに肩をすくめ、菊竹はそっと抜け出した。

　部屋に戻ってブラインドを開けると、目の前に赤いものが現れた。

「うわ」

「元気そうだな」

　榾が逆さまになって浮かんでいた。

「ホラー映画みたいな現れ方、お止めください。心臓に悪い」

　窓を開けると榾はその縁に掛けて顔を突っ込んできた。

「お前が死んだら困る」

「ご用ですか」

「特に。火乃子さまから様子を見るよう言われておるのでな」

「貴女は穂村東里についているのでしょう」

「お前の方が好みだ」

　豊かな胸元を強調して赤い唇が笑った。

「僕は彼が良いんです」

「ほおぉ」

　目を細めて言うなり、榾は菊竹の両頬を挟んで唇を重ねた。その拍子に身体がずれたので、菊竹は思わず腰を引き寄せた。

　ドアを開けた穂村の目の前には、女性の腰を抱き、頬を挟まれ、口づけを交わす二人の姿があった。

「わー！　わあああ！　なにしてるんですか！」

「おぉ怖い。じゃあ、またな」

　すいっと宙に舞い、赤い女が姿を消した。

「あ、あ、あ、あれ、火乃子さんですか！」

「榾さまだ。なんだ、姿が見えてるじゃないか。……あ、そうか、彼女飛んでるんだった」

　落ちる心配などせずとも良かったことに気づいて、菊竹は空を見上げた。

「な、なんで、あんな！」

「うるさい」

　菊竹は窓を閉め、ブラインドを下ろすと、穂村の腕を引っ張ってベッドに放り投げた。

「え！　あ！　なんで……？」

「変なやきもち焼かない。僕は彼女より君がいいと言いました」

　覆い被さって菊竹は顔を近づけた。

「なにもね、こんな渡し方しなくてもいいと思うんですがね」

　深くキスを仕掛け、舌を引き出して絡ませた。

「ん？　こほっ……こほ……、な、なんですか。飴？　呑んじゃいましたよ」

「『魔』から身を守るものだそうです。何も口移しじゃ無くていいと思うのですけど。女を受け付けない君にキスするのは忍びないという榾さまの気づかいです」

「な……！　眞芳先生は女とキスできるんですか！」

「この年で女性と経験が無いとでも？」

「あるんですかぁぁーー？」

「あります。君以外の男性とも」

「うわあ。それ以上言わないでください……知りたくないぃぃ」

　穂村のシャツのボタンを外しながら菊竹は笑みを浮かべた。

「でもね、穂村東里。今は君だけです」

「今は？」

「これからも、です」

　組み敷かれた穂村は愛する男の首に腕を回し、思いきり抱きしめた。
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